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情報管理課受入掛 後 藤 慶 太
　さて、商船大としては新学期に間に合うよう開館
したいということだったので、この日は閲覧室の方
から片付けることになった。まずは雑誌のコーナー
から始めたのだが、こちらはすんなりと片付いた。
しかし図書の方はそうはいかない。普段書架に整然
とならんでいる時は、本というのはそれほどたくさ
んあるとは思わなかったけれど、こうして見るとず
いぶんたくさんあるんだなあ、などと本の山を見な
がら変な感心をしてしまった。ともかく足元の本を
拾ってみる。そうしてぼつぼつと本を集め、部屋の
隅に積み上げて行き、倒れた書架を起こしていくと
いう作業の繰り返レ）はたしていつ終わるのかしら
とおもいつつも夕方までにはあらかた片付き、よう
やく閲覧室全体が見渡せるような状態になった。
　帰り際あらためて街の風景を見回した。すべてが、
だれかの描いた抽象画の中の風景のようだ。だがこ
れはだれかの心の中を描き表したのではなく、現実
の姿なのである。前口に強い余震があった。この日
の作業中にも一度余震があった。空を飛び回るヘリ
コプター、サイレンを鳴らしながら行く救援車。不
安な気持ちになってくる。一体ここはどこの国なん
だろう。安穏とした口々を送っている私ではあまり
に空々しくて、軽すぎて、「がんばって」なんて言
えはしなかった。
　（商船大図書館に対する支援は、1月26日から30
日までと2月16日から24日までの2度にわたって行
われた。私も2月20日に再訪したが、その時は閲覧
室には書架が備わり、本もおおざっぱではあるが配
架されていた。書庫も本や書架がいったん取り除か
れ、次の作業に移れる状態になっていた。ボランテ
ィァとおぼしき学生も何人か参加しており、順調に
復旧しているように見えた。被害について正確なこ
とは把握していないが、振れてしまって使い物にな
らない書架が数個あったほか、破損してしまった本
も作業中しばしば見かけた。それにしても図書館は
地震にたいしては全く無防備である。これは京大図
書館とて同じであり、もし利用者のいるときに大地
震に見舞われたらどうするか、といったことも視野
に入れて図書館作りを進めていかねばならないと思
う。）
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神戸商船大学附属図書館の被害状況
?、
欝灘騨難講 、屈贈諦
一般書架
阪神大震災への京都大学附属図書館の対応
　（1）今回の阪神大震災で被害を被った、神戸商船
大学と神戸大学の図書館復旧作業支援のために、1
月26日から30日、2月！3日から24日まで、京都大学
附属図書館及び部局図書室から、延べ約40名が参加
しました。
　（2）京都大学附属図書館では、今回の阪神大震災
で被害を被った地域の学生や研究者の方々に、以下
のように図書館を開放しています。
　入館については、神戸大学・神戸商船大学の二つ
の国立大学の学生については、今年度中は、学生証
のある・なしにかかわらず、閲覧願に記入したヒで
入館していただいています。閲覧願いも通常より、
幾分簡素化し、住所・氏名・大学名・「阪神大震災
のため」と記入してもらうだけにしています。　院
生・教職員の方には共通閲覧証がなくても、署名だ
けで入館していただけるようにしています。
　また、上記2大学以外でも神戸商科大・神戸市立
外大・兵庫医大・武庫川女子大・甲南大・神戸薬大
・神戸女学院などの大学の方、あるいは、大学受験
を控えた高校生の方などが利用をしたいとのことで
当館を訪れられたので、同様の閲覧願いを記入して
もらって入館していただきました。
　図書の貸出については、神戸大学よりの依頼文書
を受け、被災地域の神戸大学・神戸商船大学の二つ
の国立大学の学生に貸し出しています。京都大学の
学部生なみに、開架図書・書庫内図書共2週問の期
限で5冊まで借りられるようになっています。
　この結果、2月末の時点で被災関係者は、204名
の方が入館され、202冊の図書が貸し出されました。
　なお、いくつかの部局図書室等においても、被災
地域の方に対する便宜を図っています。
　（3）附属図書館一階のカウンター前に阪神大震災
の被災者に対する義援金の募金箱を1月23日に設置
し、2月IO日までの間、協力をお願いいたしました
ところ、180，345円集まりましたので、日本赤十字
社に寄託しました。御協力ありがとうございました。
　なお、京都大学学生部からの呼びかけで、京都大
学の学生の中から被災された方へ、援助のための文
房具・参考書・問題集などが、たくさん集まりまし
た。この一部を附属図書館にも置き、来館された被
災学生の方々に自由に使っていただいています。
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資料紹介
　寄贈図書の紹介
本学の教官等より附属図書館へ、平成6年1月から
12月までに寄贈された資料を紹介します。
寄贈者名
宮崎市定
岡村誠三
上山春平
上横手雅敬
伊藤太一
四日谷敬子
石黒武彦
熊谷宏
上林彌彦
佐藤進
石川光庸
菅原和孝
西村博行
川上倫逸
古川久雄
　書名
宮崎市定全集　24　’94
科学の知恵心の知恵　’94
上山春平著作集
第4巻：天皇制のデザイン　ラ94
第5巻：神と国家’94
古代・中性の政治と文化　’94
アメリカの森林環境保全の黎明　つ3
個体性の解釈学：ライプニッッから現
　代まで’94
0rganic　Supercoll（itlctors．　¶90
地域農業の確立　’94
コンピュータと人問の共生＝コンピュ
　ータによる障害者支援の展望　情報
　科学国際交流財団編　腎94
巨人データの世界　’92
Computers　as　Our　Better　Partners　：
　Proceedings　of　the　IISF／ACM
　Japan　International　symposium．
　H．Yamada　et　al．（eds）　’94
価値の選択：現代科学技術文明を超え
て　’82
科学技術とは何か　り82
新しい社会主義をめざして：ソ連邦、
　中国の批判的検討から　79
日本社会主義改造計画案　’76
一草園雑記・身辺雑記野田弥三郎著
　’79
匙はウサギの耳なりきニドイッ語源学
　への招待　’93
性の人類学：サルとヒトの接点を求め
　て　高畑由起夫編　’94
Proceedings　of　the　Sixth　Internatiollal
　Wheat　Genetic　Symposium．
　Sa〔iako　Sakamoto（e〔i）’83
法の文化社会史　’92
Costal　Wetlal／ds　of　hldollesia：
　Envirollmellt，subsistellce　　aIld　　Ex－
　Ploitation．’94
北川善太郎　親族・相続（民法講要5）　’94
Carl　B．Becker　Paranormal　Experience　and　Survival
　　　　　　of　Death．　’93
岩井吉彌
高津春久
加藤尚武
佐藤康彦
中村重久
初宿正典
長尾眞
朝尾直弘
紀平英作
?????「「???
新・木材消費論：生産・加工・流通の
　現場と未来　㍗94
中世都市の女性たち　エーリカ・ウイ
　ツ著’94
ヘーゲル事典　ラ92
ヨーゼフ・ロート小説集1　794
陸棚沿岸の高潮　’94
暇つぶしは独語で：ドイッ留学体験記
　ほか　’94
電子図書館　’94
将軍権力の創出　’94
ドイツ農村におけるナチズムヘの道
　豊永泰壬著’94
クワインと現代アメリカ哲学　’94
スラヴ語スラヴ文学の比較対象研究
　’88
文献目録日本におけるスラヴ語学文学
　研究　1978－1988、1988－1993’89，
　94
Jal）allese　Colltributions　to　the　Interna－
　ti（）nalC・ngressofSlavists（10，11）
　　’88，’93
　　　　　　　　　　　（受入掛）
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商議会の開催（第3回および第4回）
　平成6年度第3回の附属図書館商議会が、去る1
月24日に開催されました。今回は、次期館長候補者
の選考が主な議事でした。投票の結果、工学部長尾
眞教授を、次期館長候補者として推薦することが決
まりました。
　また、平成6年度第4回の附属図書館商議会が、
3月6日に開催されました。今回は、京都大学附属
図書館将来構想検討委員会の報告、文系学部改築に
かかる図書館面積の問題、平成6年度実行予算、平
成7年度大型コレクション等の収集計画、平成8年
度概算要求、平成7年度調査研究員の委嘱等が討議
されました。
定に基づき、商議会の中に専門委員会を設置するこ
とが承認されました。
設置期間は、平成7年4月1日から平成8年3月31
日までとなっています。
平成7年度調査研究員の委嘱
　平成7年3月6日に開催された、平成6年度第4
回附属図書館商議会において、平成7年度調査研究
員の委嘱が承認されました。なお、電子図書館につ
いての調査研究員に関しては、追加委嘱の予定で引
き続き検討することとなりました。
　「学術ネットワークの研究」（継続）
　　　大型計算機センター　金澤正憲　助教授
専門委員会の設置
　平成7年3月6日に開催された、平成6年度第4
回附属図書館商議会において、附属図書館の将来の
在り方等について，専門的見地から，改革・改善の
ための具体策等について検討・審議し，附属図書館
商議会に提言を与えるために、附属図書館商議会規
目 次
＜巻頭記事＞
・館長在任3年問を顧みて……一………・
＜お知らせ＞
・図書館利用証を交付します……・………・
・新入生オリエンテーションのご案内・・…
・中国語による附属図書館利用案内の
　　発行について・…………………一
・附属図書館利用案内1995年版の発行
　　について…………………・一
・図書館ツアーの実施について………・…
・全国共同利用図書資料（大型コレクシ
　　ョンの利用案内について・…………・…
・CD－ROMネットワーク検索システムの
後 己??
・1
???
・4
?
・4
　年明け早々、阪神地方を中心に震度7という激震
に襲われました。想像を絶する大災害となり、大学
図書館にも大きな被害を与えております。特に、神
戸商船大学や、神戸大学等の被害状況を見聞すると、
地震の発生が、開館時間内でなかったのが唯一の救
いとも思われます。及ばずながら、私も神戸商船大
学に書架整理などの支援に行ってきましたが、完全
復旧にはこれからかなりの時間と人手が必要ではな
目録業務システム専門委員会の開催（平成6年度第
4回）
　平成6年度第4回会議が去る3月2日に附属図書
館で開催されました。今回は、昨年実施したアンケ
ート調査の分析、まとめ、報告書の作成、次年度の
活動方針等が討議されました。
　導入について・…………一…・一一
くその他＞
・阪神大震災の一こま一……・…………
・阪神大震災への京都大学附属図書館
　　の対応…………・…．＿．＿＿＿．＿＿。
＜資料紹介＞
・寄贈図書の紹介………・……一………
＜図書館の動き＞
・商議会の開催…………・
・専門委員会の設置・・…
・平成7年度調査研究員の委嘱………・・
・目録業務システム専門委員会の開催・・
・4
・5
・6
・7
??
いでしょうか。
　さて、編集委員として1年間やって参りましたが、
本号が最後の仕事となりました。本編4号と特集号
を発行しましたが、執筆者の労作を十分に生かしき
れたかどうか、不安が残ります。新年度からは、新
たな編集体制がスタートしますので、乞うご期待と
いうところです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（M）
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